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審査会合におけるコメント

No. コメント時期 コメント内容 今回ご説明資料の掲載箇所

S232
2023年8月4日

第1178回審査会合
標準応答スペクトルによる地震動を基準地震動として選定する場合，他の
入力位置の地震動も含めどのような考え方で選定するのか説明すること。

p.5，6，19，35～37
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敷地地盤の振動特性及び地盤モデルの策定
• 地質調査，観測記録等による敷地地盤の振動特性の検討
• 経験的グリーン関数法（EGF）に用いる地盤モデル（はぎと
り地盤モデル）の設定

• 統計的グリーン関数法（SGF）に用いる地盤モデルの設定
• 理論的手法に用いる地盤モデルの設定

基準地震動の策定

基準地震動の超過確率の参照

特定震源モデル及び領域震源モデルに基づき地震ハザード評価を実施

敷地周辺の地震発生状況

基準地震動の策定全体フローと本資料の説明範囲

「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」と「震源を特定せず策定する地震動」の評価結果を踏まえて策定

本資料の

説明範囲

震源を特定せず策定する地震動敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

①検討用地震の選定，断層モデルの設定

海洋プレート内地震

②地震動評価

応答スペクトルに基づく地震動評価断層モデル手法を用いた地震動評価

プレート間地震 内陸地殻内地震

• 被害地震
• 敷地周辺で発生したM5.0以上の地震
• 敷地周辺で発生したM5.0以下の地震
• 震源として考慮する活断層

※ ： 説明済の個所 ： 本資料対象範囲外
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１．検討概要

２．基準地震動の策定
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１．検討概要
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１．検討概要 （１）基準地震動策定に当たっての考え方

基準・ガイドの要求

「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則の解釈」
➢ 基準地震動は，「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」及び「震源を特定せず策定する地震動」について，解放基盤表面に

おける水平方向及び鉛直方向の地震動としてそれぞれ策定すること。

「基準地震動及び耐震設計方針に係る審査ガイド」
➢ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを下回らないように作成する必要が

あり，その際の振幅包絡線は，地震動の継続時間に留意して設定されていることを確認する。

➢ 断層モデルを用いた手法による基準地震動は，施設に与える影響の観点から地震動の諸特性（周波数特性，継続時間，位相特
性等）を考慮して，別途評価した応答スペクトルとの関係を踏まえつつ複数の地震動評価結果から策定されていることを確認する。
なお，応答スペクトルに基づく基準地震動が全周期帯にわたって断層モデルを用いた基準地震動を有意に上回る場合には，応答
スペクトルに基づく基準地震動で代表させることができる。

➢ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動は，設定された応答スペクトル（地震動レベル）に対して，地震動の継続時間
及び振幅包絡線の経時的変化等の特性が適切に考慮されていることを確認する。また，設定された応答スペクトルに基づいて模
擬地震動を作成する場合には，複数の方法（例えば，正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法，実観測記録の位相を用い
る方法等）により検討が行われていることを確認する。

東通原子力発電所の基準地震動策定に当たっての考え方

➢ 応答スペクトル手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを下回らないように設定する。

➢ 断層モデル手法による基準地震動及び震源を特定せず策定する地震動による基準地震動は，一部の周期帯で応答スペク
トル手法による基準地震動を上回るものを採用する。

➢ なお「全国共通に考慮すべき地震動」のうち標準応答スペクトルに基づく地震動の検討結果は，応答スペクトル手法による基準地
震動を下回ることを確認する。

S232
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１．検討概要 （２）基準地震動の策定フロー S232

２．４ 基準地震動の策定

【応答スペクトル手法による基準地震動】
• 基準地震動 Ss-D1

【断層モデル手法による基準地震動】
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
• 基準地震動 Ss-F1～Ss-F4

【震源を特定せず策定する地震動による基準地震動】
2004年北海道留萌支庁南部の地震の検討結果に保守性を考慮した地震動
• 基準地震動 Ss-N1
2008年岩手・宮城内陸地震の検討結果に保守性を考慮した地震動
• 基準地震動 Ss-N2～Ss-N4

【敷地ごとに震源を特定して策定する地震動】 【震源を特定せず策定する地震動】

プレート間地震

東北地方
太平洋沖型地震

○応答スペクトル手法
• 適用範囲外

○断層モデル手法
• EGFによる評価

地震動評価

海洋プレート内地震

敷地下方
DC型地震※

○応答スペクトル手法
• Noda et al.（2002）に
よる評価（サイト補正
係数考慮）

○断層モデル手法
• SGFによる評価

内陸地殻内地震

横浜断層による地震
下北半島中軸部

高速度層の高まりによる地震

○応答スペクトル手法
• Noda et al.（2002）に
よる評価

○断層モデル手法
• SGFによる評価

○応答スペクトル手法
• 各種距離減衰式による評価

○断層モデル手法
• SGF及びハイブリッド合成法に
よる評価

２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動 ２．２ 断層モデル手法による基準地震動

• 応答スペクトル手法による基準地震動は，検討用
地震ごとに評価した応答スペクトルを下回らない
ように設定する。

全国共通に
考慮すべき地震動

地域性を
考慮する地震動

○標準応答スペクトル
• 地下構造モデルの特徴等
を踏まえた評価

○2004年北海道留萌支庁
南部の地震
• K-NET港町

○2008年岩手・宮城
内陸地震
• 栗駒ダム（右岸地山）
• KiK-net金ヶ崎
• KiK-net一関東

• 断層モデル手法による基準地震動は，一部の周
期帯で応答スペクトル手法による基準地震動を
上回るものを採用する。

２．３ 震源を特定せず策定する
地震動による基準地震動

• 震源を特定せず策定する地震動による基準地震
動は，一部の周期帯で応答スペクトル手法によ
る基準地震動を上回るものを採用する。

• なお「全国共通に考慮すべき地震動」のうち標準
応答スペクトルに基づく地震動の検討結果は，
応答スペクトル手法による基準地震動を下回る
ことを確認する。

※： Down-dip Compression
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２．基準地震動の策定

２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
２．２ 断層モデル手法による基準地震動
２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
２．４ まとめ
２．５ KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定
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横浜断層ケース1・2_耐専'99,Ｍ7,Xeq=14,Vp=2.25,Tp=5,内陸補正=なし

プレート内ケース1鉛直_耐専'99,Ｍ7.4,Xeq=83,Vp=2.25,Tp=5,内陸補正=なし

プレート内ケース2鉛直_耐専'99,Ｍ7.5,Xeq=84,Vp=2.25,Tp=5,内陸補正=なし

プレート内ケース3鉛直_耐専'99,Ｍ7.5,Xeq=77,Vp=2.25,Tp=5,内陸補正=なし

【Ss-D1V】（設計用応答スペクトル）.waz

(h=0.05)
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高速度層ケース2【E2】Abrahamson and Silva (2008),Mw=6.53,Rrup=5.75.waz

高速度層ケース2【E2】Chiou and Young (2008),Mw=6.53,Vs30=1640.waz

高速度層ケース2【E2】Idriss (2014),Mw=6.53,Rrup=5.75,Vs30=1640.waz

高速度層ケース2【E2】Zhao et al.（2006）,Mw=6.53,D=9,X=5.75.waz

高速度層ケース3【E5】Abrahamson and Silva (2008),Mw=6.47,Rrup=4.684.waz

高速度層ケース3【E5】Chiou and Young (2008),Mw=6.47,Vs30=1640.waz

高速度層ケース3【E5】Idriss (2014),Mw=6.47,Rrup=4.684,Vs30=1640.waz
【E5】Idriss (2014),Mw=6.47,Rrup=4.684,Vs30=1640.waz高速度層ケース3【E5】Zhao et al.（2006）,Mw=6.47,D=9,X=4.684.waz

高速度層ケース1・4【E7&E8】Abrahamson and Silva (2008),Mw=6.36,Rrup=5.743.waz

高速度層ケース1・4【E7&E8】Chiou and Young (2008),Mw=6.36,Vs30=1640.waz

高速度層ケース1・4【E7&E8】Idriss (2014),Mw=6.36,Rrup=5.743,Vs30=1640.waz

高速度層ケース1・4【E7&E8】Zhao et al.（2006）,Mw=6.36,D=9,X=5.743.waz

横浜断層ケース1・2_耐専'99,Ｍ7,Xeq=14,Vs=1.3,Ts=5,内陸補正=なし

プレート内ケース1水平_耐専'99,Ｍ7.4,Xeq=83,Vs=1.3,Ts=5,内陸補正=なし

プレート内ケース2水平_耐専'99,Ｍ7.5,Xeq=84,Vs=1.3,Ts=5,内陸補正=なし

プレート内ケース3水平_耐専'99,Ｍ7.5,Xeq=77,Vs=1.3,Ts=5,内陸補正=なし

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)

２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
（１）応答スペクトル
➢ 応答スペクトル手法による基準地震動は，検討用地震ごとに評価した応答スペクトルを包絡するように設定する。
➢ なお鉛直方向の設計用応答スペクトルは，水平方向の2/3倍を上回る。

設計用応答スペクトル
コントロールポイント

A B C D E F G H

Ss-D1H
周期（s） 0.02 0.0455 0.09 0.13 0.3 0.6 1 5

速度（cm/s） 2.228 8.018 21.057 31.988 59.960 100 100 100

設計用応答スペクトル
コントロールポイント

A B C D E F G

Ss-D1V
周期（s） 0.02 0.09 0.13 0.3 0.6 1 5

速度（cm/s） 1.497 15.442 23.458 43.971 73.334 73.334 73.334

水平方向 鉛直方向

━：基準地震動Ss-D1H
海洋プレート内地震
─：敷地下方DC型地震
内陸地殻内地震
─：横浜断層による地震
─：下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震※

━：基準地震動Ss-D1V
海洋プレート内地震
─：敷地下方DC型地震
内陸地殻内地震
─：横浜断層による地震

※：水平方向のみ。



9２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
（２）模擬地震波の作成①
➢ 模擬地震波の作成：振幅包絡線の経時的変化

• 基準地震動Ss-D1の設計用応答スペクトルに適合する模擬地震波は，乱数の位相を持つ正弦波の重ね合わせによって作成するも
のとし，振幅包絡線の経時的変化については，Noda et aｌ.（2002）の方法に基づき，下記に示す形状とする。

• 振幅包絡線の経時変化については，Noda et al.（2002）に基づき，保守的に継続時間が長くなる設定としている。

6.0log54.017.0

0.13.0

93.25.0
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10    
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=−

=

eqXM

cd

M

bc

M

b

TT

TT

T　　

模擬地震波
最大加速度
（cm/s2）

マグニチュード
M

等価震源距離
Xeq（km）

振幅包絡線の経時的変化
（s）

備考

Tb Tc
Td

（継続時間）

水平：Ss-D1H 700

8.3 131 16.60 47.50 137.52

Mと等価震源距離Xeqは，保守的な設定としてプレート間地震を参考
にする。
Mは，2011年東北地方太平洋沖地震の距離減衰式から求まるM，及
び地震調査研究推進本部（2004）を参考に設定する（次頁を参照）。
等価震源距離Xeqは，東北地方太平洋沖型地震のうち主要動部を生
成するSMGA1が位置する三陸沖北部の領域を考慮し設定する。

鉛直：Ss-D1V 470

Tb Tc Td

0.1

1.0

0

東通原子力発電所

三陸沖北部の領域を
一様断層面として考慮

三陸沖北部～宮城県沖の
連動モデル（基本ケース）



10２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
（２）模擬地震波の作成②

Mw=Mとみなし，M8.3を考慮する。

東通原子力発電所

第1アスペリティ

第2アスペリティ

第3アスペリティ

三陸沖北部の地震（Mw8.3）の震源モデル
〔地震調査研究推進本部（2004）に加筆〕

• 内閣府（2012）では，2011年東北地方太平洋沖地震において，距離減衰式から求められる地震規模Mwは「8.2～8.3程度」であり，す
べり量や応力降下量など断層運動から求められる地震規模Mw9.0と比べると相当小さい値となっているとしている。

• 司ほか（2016）では，断層最短距離を用いる場合，Mw9クラスの2011年東北地方太平洋沖地震による地震動最大値の平均的強さは
Mw8クラスのそれと同程度であるとしている。

• 地震調査研究推進本部（2004）では，三陸沖北部の地震を想定した評価として，Mw8.3の震源断層を設定している。

2011年東北地方太平洋沖地震の震度の
距離減衰〔内閣府（2012）〕

2011年東北地方太平洋沖地震と
2003年十勝沖地震のPGA，PGVの
距離減衰の比較〔司ほか（2016）〕

➢ 模擬地震波の作成：Mの設定



11２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
（２）模擬地震波の作成③
➢ 模擬地震波の作成結果：加速度・速度波形
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図　 グラフ 3 - Ss-D1[V]=VEL_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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図　 グラフ 2 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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図　 グラフ 0 - Ss-D1[H]=ACC_TH-202306-H_No_0267_th.waz

700

0 50 100 150
-800

-400

0

400

800

時間(秒)

加
速

度
(c

m
/s

2
)

図　 グラフ 2 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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加速度波形（水平方向 Ss-D1H）
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図　 グラフ 2 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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図　 グラフ 2 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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加速度波形（鉛直方向 Ss-D1V）

速度波形（鉛直方向 Ss-D1V）
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図　 グラフ 1 - Ss-D1[H]=VEL_TH-202306-H_No_0267_th.waz
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図　 グラフ 2 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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応答スペクトル比（水平方向 Ss-D1H） 応答スペクトル比（鉛直方向 Ss-D1V）

0.85 0.85

２．１ 応答スペクトル手法による基準地震動
（２）模擬地震波の作成④
➢ 模擬地震波の作成結果：適合度の確認

• 作成した模擬地震波が，日本電気協会（2016）に示される以下の適合度の条件を満足していることを確認した。
① 目標とする応答スペクトル値に対する模擬地震波の応答スペクトル値の比が全周期帯で0.85以上
② 応答スペクトルの強度値の比（ＳＩ比）が1.0以上

応答スペクトル SI比

水平：Ss-D1H 1.00

鉛直：Ss-D1V 1.00

ここで，

：応答スペクトル強さ

：模擬地震波の応答スペクトル（cm/s）

：目標とする応答スペクトル（cm/s）

：固有周期（s）



13

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

200

500

1000

50

10
0

20
0

50
0

10
00

20
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1
10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点①_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点②_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点③_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点④_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点①_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点②_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点④_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点⑤_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点①_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点②_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点③_3UD.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点④_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点①_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点②_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点④_3UD.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点⑤_3UD.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)
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res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点①_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点②_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点③_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点④_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点①_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点②_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点④_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点⑤_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点①_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点②_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点③_1PN.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点④_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点①_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点②_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点④_1PN.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点⑤_1PN.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)
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res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点①_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点②_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点③_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【基本ケース】破壊開始点④_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点①_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点②_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点④_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【基本ケース】破壊開始点⑤_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点①_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点②_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点③_2PE.waz

res_三陸沖北部～宮城県沖【SMGA至近２】破壊開始点④_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点①_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点②_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点④_2PE.waz

res_三陸沖北部～根室沖【SMGA至近２】破壊開始点⑤_2PE.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)

２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（１）プレート間地震
➢ プレート間地震の断層モデル手法による地震動評価結果は，基準地震動Ss-D1を下回る。

UD方向

━：基準地震動Ss-D1H
─：プレート間地震

EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
─：プレート間地震

━：基準地震動Ss-D1V
─：プレート間地震
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RSP-CASE5-RUP1-R000-S06_PE.waz

RSP-CASE5-RUP2-R016-S02_PE.waz

RSP-CASE5-RUP3-R000-S08_PE.waz

RSP-CASE5-RUP4-R000-S06_PE.waz

RSP-CASE5-RUP5-R000-S07_PE.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP1-R000-S06_PE.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP2-R016-S02_PE.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP3-R000-S08_PE.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP4-R000-S06_PE.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP5-R000-S07_PE.waz

Res_case1-30_rup1_PE.waz

Res_case1-30_rup2_PE.waz

Res_case1-30_rup3_PE.waz

Res_case1-30_rup4_PE.waz

Res_case1-30_rup5_PE.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)
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RSP-CASE5-RUP1-R000-S06_PN.waz

RSP-CASE5-RUP2-R016-S02_PN.waz

RSP-CASE5-RUP3-R000-S08_PN.waz

RSP-CASE5-RUP4-R000-S06_PN.waz

RSP-CASE5-RUP5-R000-S07_PN.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP1-R000-S06_PN.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP2-R016-S02_PN.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP3-R000-S08_PN.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP4-R000-S06_PN.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP5-R000-S07_PN.waz

Res_case1-30_rup1_PN.waz

Res_case1-30_rup2_PN.waz

Res_case1-30_rup3_PN.waz

Res_case1-30_rup4_PN.waz

Res_case1-30_rup5_PN.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)
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RSP-CASE5-RUP1-R000-S06_UD.waz

RSP-CASE5-RUP2-R016-S02_UD.waz

RSP-CASE5-RUP3-R000-S08_UD.waz

RSP-CASE5-RUP4-R000-S06_UD.waz

RSP-CASE5-RUP5-R000-S07_UD.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP1-R000-S06_UD.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP2-R016-S02_UD.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP3-R000-S08_UD.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP4-R000-S06_UD.waz

Res-ACC-CASE1-16-1-RUP5-R000-S07_UD.waz

Res_case1-30_rup1_UD.waz

Res_case1-30_rup2_UD.waz

Res_case1-30_rup3_UD.waz

Res_case1-30_rup4_UD.waz

Res_case1-30_rup5_UD.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)

２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（２）海洋プレート内地震
➢ 海洋プレート内地震の断層モデル手法による地震動評価結果は，基準地震動Ss-D1を下回る。

UD方向EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
─：海洋プレート内地震

━：基準地震動Ss-D1H
─：海洋プレート内地震

━：基準地震動Ss-D1V
─：海洋プレート内地震



15

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

200

500

1000

50

10
0

20
0

50
0

10
00

20
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1
10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

【W1-1】SPC-CASE1-RUP1-R000-S06_UD.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP2-R000-S05_UD.waz

【W1-2】SPC-WROT-SGF-CASE1-RUP3-R001-S08_UD.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP4-R000-S09_UD.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP1-R000-S06_UD.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP2-R000-S05_UD.waz

【W3-2】SPC_WROT-SGF-CASE2-RUP3-R001-S08_UD.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP4-R000-S09_UD.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)
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【W1-1】SPC-CASE1-RUP1-R000-S06_PN.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP2-R000-S05_PN.waz

【W1-2】SPC-WROT-SGF-CASE1-RUP3-R001-S08_PN.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP4-R000-S09_PN.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP1-R000-S06_PN.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP2-R000-S05_PN.waz

【W3-2】SPC_WROT-SGF-CASE2-RUP3-R001-S08_PN.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP4-R000-S09_PN.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)
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【W1-1】SPC-CASE1-RUP1-R000-S06_PE.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP2-R000-S05_PE.waz

【W1-2】SPC-WROT-SGF-CASE1-RUP3-R001-S08_PE.waz

【W1-1】SPC-CASE1-RUP4-R000-S09_PE.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP1-R000-S06_PE.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP2-R000-S05_PE.waz

【W3-2】SPC_WROT-SGF-CASE2-RUP3-R001-S08_PE.waz

【W3-1】SPC-CASE2-RUP4-R000-S09_PE.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)

２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（３）内陸地殻内地震 ①横浜断層による地震
➢ 「横浜断層による地震」の断層モデル手法による地震動評価結果は，基準地震動Ss-D1を下回る。

━：基準地震動Ss-D1H
─：横浜断層による地震

UD方向EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
─：横浜断層による地震

━：基準地震動Ss-D1V
─：横浜断層による地震
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２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（３）内陸地殻内地震 ②下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震 a.応答スペクトル

➢ 「下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震」の断層モデル手法による地震動評価結果のうち，基準地震動
Ss-D1を上回るケースを，基準地震動Ss-F1～Ss-F4として採用する。
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SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP1-R039-S05_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP2-R016-S05_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP3-R011-S09_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP4-R072-S10_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP1-R047-S06_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP2-R023-S01_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP3-R078-S06_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP4-R048-S10_UD.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP2-R065-S06_UD.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP4-R048-S09_UD.waz

【E5-2】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP3-R253-S08_UD.waz

【E5-4】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP1-R901-S05_UD.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

【Ss-F1UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_UD.waz

【Ss-F2UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_UD.waz

【Ss-F3UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_UD.waz

【Ss-F4UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_UD.waz

(h=0.05)
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SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP1-R039-S05_PN.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP2-R016-S05_PN.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP3-R011-S09_PN.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP4-R072-S10_PN.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP1-R047-S06_PN.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP2-R023-S01_PN.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP3-R078-S06_PN.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP4-R048-S10_PN.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP2-R065-S06_PN.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP4-R048-S09_PN.waz

【E5-2】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP3-R253-S08_PN.waz

【E5-4】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP1-R901-S05_PN.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

【Ss-F1NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PN.waz

【Ss-F2NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PN.waz

【Ss-F3NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PN.waz

【Ss-F4NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PN.waz

(h=0.05)
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SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP1-R039-S05_PE.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP2-R016-S05_PE.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP3-R011-S09_PE.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP4-R072-S10_PE.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP1-R047-S06_PE.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP2-R023-S01_PE.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP3-R078-S06_PE.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP4-R048-S10_PE.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP2-R065-S06_PE.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP4-R048-S09_PE.waz

【E5-2】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP3-R253-S08_PE.waz

【E5-4】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP1-R901-S05_PE.waz

【Ss-D1H候補A】.waz

【Ss-F1EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PE.waz

【Ss-F2EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PE.waz

【Ss-F3EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PE.waz

【Ss-F4EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PE.waz

(h=0.05)

UD方向EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース・地震規模・断層傾斜角の不確かさ
━：Ss-F1（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点1]
━：Ss-F2（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点2]
━：Ss-F3（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点3]
━：Ss-F4（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点4]

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース・地震規模・断層傾斜角の不確かさ
━：Ss-F1（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点1]
━：Ss-F2（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点2]
━：Ss-F3（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点3]
━：Ss-F4（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点4]

━：基準地震動Ss-D1V
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース・地震規模・断層傾斜角の不確かさ
━：Ss-F1（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点1]
━：Ss-F2（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点2]
━：Ss-F3（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点3]
━：Ss-F4（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点4]

※：基準地震動Ss-D1を下回るケースを本資料p.33～34に示す。
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２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（３）内陸地殻内地震 ②下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震 b.加速度波形
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最大加速度：502cm/s2 最大加速度：587cm/s2 最大加速度：445cm/s2

最大加速度：482cm/s2

最大加速度：535cm/s2

最大加速度：654cm/s2

最大加速度：534cm/s2

最大加速度：551cm/s2

最大加速度：469cm/s2

最大加速度：395cm/s2

最大加速度：433cm/s2

最大加速度：374cm/s2
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２．２ 断層モデル手法による基準地震動
（３）内陸地殻内地震 ②下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震 c.速度波形
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標準応答スペクトル(T.P.-282.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)

【Ss-D1H候補A】.waz

【Ss-N1H】GL-41mEWはぎとり波（関電609→620）.waz

(h=0.05)
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標準応答スペクトル(T.P.-282.8m入力)　Res_③_V.waz

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)　res_79pt_3059pt_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

【Ss-N1V】GL-41mUDはぎとり波（関電306→320）.waz

(h=0.05)

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
（１）全国共通に考慮すべき地震動

• 震源を特定せず策定する地震動のうち全国共通に考慮すべき地震動と，応答スペクトル手法による基準地震動Ss-D1を比較する。
• 2004年北海道留萌支庁南部の地震（K-NET港町）の検討結果に保守性を考慮した地震動は，水平方向の一部の周期で基準地震動

Ss-D1を上回ることから，基準地震動Ss-N1として採用する。
• 標準応答スペクトルに基づく地震動は基準地震動Ss-D1を下回ることから，基準地震動はSs-D1で代表する。
• なお，T.P.-282.8m以深の5箇所を入力位置とした場合の解放基盤表面における標準応答スペクトルの評価結果は，基準地震動Ss-

D1を下回る（本資料p.35～37）。

水平方向 鉛直方向

━：基準地震動Ss-D1H
標準応答スペクトルに基づく地震動
─：標準応答スペクトルに基づく地震動A（T.P.-282.8m入力）
─：標準応答スペクトルに基づく地震動B（T.P.-2987.8m入力）

2004年北海道留萌支庁南部の地震の検討結果に
保守性を考慮した地震動
━：Ss-N1 [K-NET港町]

━：基準地震動Ss-D1V
標準応答スペクトルに基づく地震動
─：標準応答スペクトルに基づく地震動A（T.P.-282.8m入力）
─：標準応答スペクトルに基づく地震動B（T.P.-2987.8m入力）

2004年北海道留萌支庁南部の地震の検討結果に
保守性を考慮した地震動
━：Ss-N1 [K-NET港町]

S232
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【Ss-D1H】（設計用応答スペクトル）.waz

【Ss-N4[Y]】Ss-3-3a30　一関東a30 EW.waz

【Ss-N3[Y]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 EW.waz

【Ss-N2[Y]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Y.waz

(h=0.05)
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【Ss-D1V】（設計用応答スペクトル）.waz

【Ss-N3[Z]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 UD.waz

【Ss-N2[Z]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Z.waz

(h=0.05)
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【Ss-D1H】（設計用応答スペクトル）.waz

【Ss-N4[X]】Ss-3-3a30　一関東a30 NS.waz

【Ss-N3[X]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 NS.waz

【Ss-N2[X]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 X.waz

(h=0.05)

２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
（２）地域性を考慮する地震動

• 震源を特定せず策定する地震動のうち地域性を考慮する地震動と，応答スペクトル手法による基準地震動Ss-D1を比較する。
• 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム（右岸地山），KiK-net金ヶ崎，KiK-net一関東）の検討結果に保守性を考慮した地震動は，一
部の周期で基準地震動Ss-D1を上回ることから，それぞれ基準地震動Ss-N2～Ss-N4として採用する。

━：基準地震動Ss-D1H
2008年岩手・宮城内陸地震の検討結果に
保守性を考慮した地震動
━：Ss-N2 [栗駒ダム（右岸地山）]
━：Ss-N3 [KiK-net金ヶ崎]
━：Ss-N4 [KiK-net一関東]

━：基準地震動Ss-D1V
2008年岩手・宮城内陸地震の検討結果に
保守性を考慮した地震動※3

━：Ss-N2 [栗駒ダム（右岸地山）]
━：Ss-N3 [KiK-net金ヶ崎]

UD方向EW方向※2NS方向※1

━：基準地震動Ss-D1H
2008年岩手・宮城内陸地震の検討結果に
保守性を考慮した地震動
━：Ss-N2 [栗駒ダム（右岸地山）]
━：Ss-N3 [KiK-net金ヶ崎]
━：Ss-N4 [KiK-net一関東]

※1： 栗駒ダムはダム軸方向
※3： KiK-net一関東の基準地震動は水平方向のみ策定。鉛直方向は，別途，評価用地震動を設定（本資料p.27，30）。

※2： 栗駒ダムは上下流方向



21２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
（３）震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 ①加速度波形
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22２．３ 震源を特定せず策定する地震動による基準地震動
（３）震源を特定せず策定する地震動による基準地震動 ②速度波形
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図　 グラフ 22 - Ss-N1[V]=Vel_【320Gal】HKD020_はきとりUD(再測定6m非線形_体積歪).waz
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図　 グラフ 12 - Ss-N2[X]=Vel_Ss-3-3a30　一関東a30（UD追加2）_NS.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 0 - Ss-N1[H]=rumoi_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 15 - Ss-N3[X]=Vel_Ss-3-2a30　金ヶ崎a30_NS.waz
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図　 グラフ 16 - Ss-N3[Y]=Vel_Ss-3-2a30　金ヶ崎a30_EW.waz
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図　 グラフ 17 - Ss-N3[Z]=kanegasaki_ud_integrade.waz

20

0 10 20 30 40 50 60
-80

-40

0

40

80

速度(cm/s)

時
間

(秒
)

図　 グラフ 18 - Ss-N4[X]=Vel_Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30_X.waz
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図　 グラフ 19 - Ss-N4[Y]=Vel_Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30_Y.waz
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図　 グラフ 20 - Ss-N4[Z]=Vel_Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30_Z.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N2[Y]=ichinosekie_ew_integrade.waz
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基準地震動
水平方向

鉛直方向
NS方向 EW方向

Ss-D1 応答スペクトル手法による基準地震動

Ss-F1
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点1]

Ss-F2
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点2]

Ss-F3
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点3]

Ss-F4
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点4]

Ss-N1

2004年北海道留萌支庁南部の
地震の検討結果に保守性を考慮した
地震動[K-NET港町]

Ss-N2

2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した地震動
[栗駒ダム（右岸地山）]

Ss-N3

2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した地震動
[KiK-net金ヶ崎]

Ss-N4

2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した地震動
[KiK-net一関東]

－※
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図　 グラフ 0 - Ss-D1[H]=ACC_TH-202306-H_No_0267_th.waz
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図　 グラフ 1 - Ss-D1[V]=ACC_TH-202306-V_No_0239_th.waz
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図　 グラフ 2 - Ss-F1[EW]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PE.waz
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図　 グラフ 3 - Ss-F1[NS]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PN.waz
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図　 グラフ 4 - Ss-F1[UD]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_UD.waz
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図　 グラフ 5 - Ss-F2[EW]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PE.waz
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図　 グラフ 6 - Ss-F2[NS]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PN.waz
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図　 グラフ 7 - Ss-F2[UD]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_UD.waz
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図　 グラフ 8 - Ss-F3[EW]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PE.waz
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図　 グラフ 9 - Ss-F3[NS]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PN.waz
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図　 グラフ 10 - Ss-F3[UD]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_UD.waz
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図　 グラフ 12 - Ss-F4[NS]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PN.waz
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図　 グラフ 11 - Ss-F4[EW]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PE.waz
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図　 グラフ 13 - Ss-F4[UD]=ACC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_UD.waz
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図　 グラフ 14 - Ss-N1[H]=GL-41mEWはぎとり波（6m まで非線形、6m 以深の減衰定数h=0．03(3%)）（関電609→620）.waz
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図　 グラフ 15 - Ss-N1[V]=GL-41mUDはぎとり波（関電306→320）.waz
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図　 グラフ 16 - Ss-N2[X]=Ss-3-3a30　一関東a30 NS.waz
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図　 グラフ 17 - Ss-N2[Y]=Ss-3-3a30　一関東a30 EW.waz
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図　 グラフ 18 - Ss-N3[X]=Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 NS.waz
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図　 グラフ 19 - Ss-N3[Y]=Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 EW.waz
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図　 グラフ 20 - Ss-N3[Z]=Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 UD.waz
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図　 グラフ 23 - Ss-N4[Z]=Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Z.waz
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図　 グラフ 21 - Ss-N4[X]=Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 X.waz
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図　 グラフ 22 - Ss-N4[Y]=Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Y.waz

２．４ まとめ （１）最大加速度値

※： KiK-net一関東の基準地震動は水平方向のみ策定。鉛直方向は，別途，評価用地震動を設定（本資料p.27，30）。

最大加速度：700cm/s2 最大加速度：470cm/s2

最大加速度：502cm/s2 最大加速度：445cm/s2最大加速度：587cm/s2

最大加速度：534cm/s2 最大加速度：395cm/s2最大加速度：482cm/s2

最大加速度：551cm/s2 最大加速度：433cm/s2最大加速度：535cm/s2

最大加速度：469cm/s2 最大加速度：374cm/s2最大加速度：654cm/s2

最大加速度：620cm/s2 最大加速度：320cm/s2

最大加速度：540cm/s2 最大加速度：500cm/s2

最大加速度：430cm/s2 最大加速度：300cm/s2最大加速度：400cm/s2

最大加速度：450cm/s2
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【Ss-D1V】（設計用応答スペクトル）.waz

【Ss-F1UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_UD.waz

【Ss-F2UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_UD.waz

【Ss-F3UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_UD.waz

【Ss-F4UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_UD.waz

【Ss-N1V】GL-41mUDはぎとり波（関電306→320）.waz

【Ss-N3[Z]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 UD.waz

【Ss-N2[Z]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Z.waz

(h=0.05)
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【Ss-D1H】（設計用応答スペクトル）.waz

【Ss-F1NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PN.waz

【Ss-F1EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP1-R435-S08_PE.waz

【Ss-F2NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PN.waz

【Ss-F2EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PE.waz

【Ss-F3NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PN.waz

【Ss-F3EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PE.waz

【Ss-F4NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PN.waz

【Ss-F4EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PE.waz

【Ss-N1H】GL-41mEWはぎとり波（関電609→620）.waz

【Ss-N4[X]】Ss-3-3a30　一関東a30 NS.waz

【Ss-N4[Y]】Ss-3-3a30　一関東a30 EW.waz

【Ss-N3[X]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 NS.waz

【Ss-N3[Y]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 EW.waz

【Ss-N2[X]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 X.waz

【Ss-N2[Y]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Y.waz

(h=0.05)

２．４ まとめ （２）応答スペクトル①

水平方向 鉛直方向

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
━：Ss-N4

※：実線：NS方向（Ss-N2はダム軸方向），
点線：EW方向（Ss-N2は上下流方向）

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
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【Ss-F3UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_UD.waz

【Ss-F4UD】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_UD.waz

【Ss-N1V】GL-41mUDはぎとり波（関電306→320）.waz

【Ss-N3[Z]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 UD.waz

【Ss-N2[Z]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Z.waz

(h=0.05)
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【Ss-F2NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PN.waz

【Ss-F2EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP2-R063-S09_PE.waz

【Ss-F3NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PN.waz

【Ss-F3EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP3-R494-S10_PE.waz

【Ss-F4NS】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PN.waz

【Ss-F4EW】SPC_WROT-HYB-E8-4H-RUP4-R045-S08_PE.waz

【Ss-N1H】GL-41mEWはぎとり波（関電609→620）.waz

【Ss-N4[X]】Ss-3-3a30　一関東a30 NS.waz

【Ss-N4[Y]】Ss-3-3a30　一関東a30 EW.waz

【Ss-N3[X]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 NS.waz

【Ss-N3[Y]】Ss-3-2a30　金ヶ崎a30 EW.waz

【Ss-N2[X]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 X.waz

【Ss-N2[Y]】Ss-3-1a30　栗駒右岸地山a30 Y.waz

(h=0.05)

２．４ まとめ （２）応答スペクトル②

水平方向 鉛直方向

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
━：Ss-N4

※：実線：NS方向（Ss-N2はダム軸方向），
点線：EW方向（Ss-N2は上下流方向）

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
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27２．５ KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定
（１）設定方法
➢ KiK-net一関東（鉛直方向）は，信頼性の高い基盤波を評価することが困難なことから，水平方向の地震動のみを基準地震動として

策定しているものであり，鉛直方向の地震動については，基準地震動として考慮していない。
➢ 基準地震動Ss-N4は，水平方向の地震動のみであることから，水平方向及び鉛直方向の同時入力評価が必要となる基礎地盤及び

周辺斜面の安定性評価等，並びに水平方向と鉛直方向の地震力を組合わせた影響評価において，以降に示す地震動（以下，
「KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動」という）を用いる。

KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定方法
① KiK-net一関東観測点のNS方向及びEW方向の基盤地震動の応答スペクトルを平均し，平均スペクトルを作成する。
② 2008年岩手・宮城内陸地震の各地点の地震動がNoda et al.（2002）により概ね評価可能であることを踏まえ（p.28，29参照），Noda et al.（2002）
における水平方向と鉛直方向の応答スペクトル比を参考に，一般的な水平方向の地震動に対する鉛直方向の地震動の比が2/3であることを
考慮し，平均スペクトルを2/3倍した応答スペクトルを設定する。

③ KiK-net一関東観測点における2008年岩手・宮城内陸地震の鉛直方向地中記録の位相を用いて，設定した応答スペクトルに適合する模擬地
震波を作成する。

④基準地震動Ss-N4の最大加速度は，NS方向：540cm/s2，EW方向：500cm/s2であり，これらの2/3がそれぞれ360cm/s2，333cm/s2となることか
ら，作成した模擬地震波の最大加速度を360cm/s2とした地震動をKiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動とする。KiK-net一関東（鉛直方向）
評価用地震動は基準地震動Ss-D1を一部の周期で上回る（p.30）。
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水平方向

手順①

━：基準地震動Ss-D1H
─：2008年岩手・宮城内陸地震

KiK-net一関東の基盤地震動
─：平均スペクトル
※：実線：NS方向，点線：EW方向

鉛直方向

━：基準地震動Ss-D1V
─：平均スペクトル×2/3

手順②
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図　 グラフ 9 - Ss-3-3a30　一関東a30 UD（模擬波）.waz
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図　 グラフ 8 - Ss-3-3a30　一関東a30 UD（模擬波）（321Galに基準化）.waz

321手順④

KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の波形

最大加速度：360cm/s2
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図　 グラフ 8 - Ss-3-3a30　一関東a30 UD（模擬波）（321Galに基準化）.waz

321

模擬地震波の波形
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図　 グラフ 8 - Ss-3-3a30　一関東a30 UD（模擬波）（321Galに基準化）.waz

321手順③
最大加速度：321cm/s2



28２．５ KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定
（２）岩手・宮城内陸地震のNoda et al.（2002）適用性に関する検討①

➢ 2008年岩手・宮城内陸地震の観測記録について，電力共通研究ではぎとり解析を行った結果を照合し，本地震
がNoda et al.（2002）※で評価可能か確認を行う。

第1157回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 資料１－１より抜粋



29２．５ KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定
（２）岩手・宮城内陸地震のNoda et al.（2002）適用性に関する検討②

➢ 2008年岩手・宮城内陸地震については，ばらつ
きはあるものの，Noda et al.（2002）で概ね評価
可能。

第1157回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 資料１－１より抜粋
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(h=0.05)

２．５ KiK-net一関東（鉛直方向）評価用地震動の設定
（３）応答スペクトル

KiK-net一関東 評価用地震動と基準地震動Ssの応答スペクトル（鉛直方向）

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
━：KiK-net一関東 評価用地震動

━：Ss-D1
━：Ss-F1
━：Ss-F2
━：Ss-F3
━：Ss-F4

━：Ss-N1
━：Ss-N2
━：Ss-N3
━：KiK-net一関東 評価用地震動
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➢ 「下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震（ケース1～3）」の断層モデル手法による地震動評価結果は，基準地震動Ss-D1を
下回る。

UD方向EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

━：基準地震動Ss-D1V
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

参考資料①
内陸地殻内地震（下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震）と基準地震動Ss-D1の比較①
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SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP1-R039-S05_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP2-R016-S05_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP3-R011-S09_UD.waz

SPC_WROT-SGF-E7-1-RUP4-R072-S10_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP1-R047-S06_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP2-R023-S01_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP3-R078-S06_UD.waz

SPC_WROT-HYB-E2-2H-RUP4-R048-S10_UD.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP2-R065-S06_UD.waz

【E5-1】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP4-R048-S09_UD.waz

【E5-2】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP3-R253-S08_UD.waz

【E5-4】SPC_WROT-SGF-CASE1-RUP1-R901-S05_UD.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)

➢ 「下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震（ケース1～3）」の断層モデル手法による地震動評価結果は，基準地震動Ss-D1を
下回る。

UD方向EW方向NS方向

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

━：基準地震動Ss-D1H
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

━：基準地震動Ss-D1V
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
─：基本ケース（ケース1）
─：地震規模の不確かさ（ケース2）
─：断層傾斜角の不確かさ（ケース3）

参考資料①
内陸地殻内地震（下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震）と基準地震動Ss-D1の比較②
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T.P.
（m）

層厚
（m）

密度
（t/m3）

VS

（m/s）
VP

（m/s）
QS QP

－ － － － － －

9.0 2.24 1300 2250 1.23f 0.74 2.33f 0.50

55.0 2.24 1790 3060 1.23f 0.74 2.33f 0.50

20.8 2.72 1800 3340 1.23f 0.74 2.33f 0.50

23.2 2.72 1800 3340 1.23f 0.74 2.33f 0.50

60.0 2.30 1910 3350 8.91f 0.94 5.55f 0.50

24.0 2.30 2030 3360 8.91f 0.94 5.55f 0.50

62.0 2.30 2100 3390 8.91f 0.94 5.55f 0.50

30.8 2.33 2090 3690 8.91f 0.94 5.55f 0.50

292.0 2.44 2390 3690 100 100

921.0 2.45 2460 3750 100 100

946.0 2.48 2590 3960 100 100

546.0 2.50 2680 4160 100 100

∞ 2.63 3340 5800 150 150

➢ 一様乱数の位相特性を用いた標準応答スペクトルに適合する模擬地震波（水平方向，鉛直方向）について，地下構造モデルの
T.P.-282.8m以深の5箇所を入力位置とした場合の解放基盤表面（解放基盤表面の振動特性を代表する位置）における地震動を評価し
た結果の応答スペクトルと基準地震動Ss-D1の比較を次頁以降に示す。

解放基盤表面の
振動特性を
代表する位置

地盤補正に用いる地下構造モデル

入力位置

参考資料②
標準応答スペクトルの各入力位置による解放基盤表面における地震動

（１）地盤補正に用いる地下構造モデル

+2.0

-7.0

-62.0

-82.8

-106.0

-166.0

-190.0

-252.0

-282.8

-574.8

-1495.8

-2441.8

-2987.8

第1178回審査会合（2023.8.4）

資料2－1 p.67 一部修正

S232
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参考資料②
標準応答スペクトルの各入力位置による解放基盤表面における地震動

（２）応答スペクトル①
➢ 標準応答スペクトルに適合する模擬地震波の各入力位置による解放基盤表面における地震動の評価結果は，
応答スペクトル手法による基準地震動Ss-D1を下回る。

S232

各入力位置による解放基盤表面における地震動（応答スペクトル）
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(cm/s)

標準応答スペクトル(T.P.-282.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-574.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-1495.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-2441.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)

━：基準地震動Ss-D1H
─：T.P.-282.8m（VS=2390m/s）位置に入力※

─：T.P.-574.8m（VS=2460m/s）位置に入力※

─：T.P.-1495.8m（VS=2590m/s）位置に入力
─：T.P.-2441.8m（VS=2680m/s）位置に入力
─：T.P.-2987.8m（VS=3340m/s）位置に入力

水平方向
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標準応答スペクトル(T.P.-282.8m入力)　Res_③_V.waz

標準応答スペクトル(T.P.-574.8m入力)　Res_⑦_T.P.-574.8m入力_V.waz

標準応答スペクトル(T.P.-1495.8m入力)　Res_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048_Vp3960.waz

標準応答スペクトル(T.P.-2441.8m入力)　Res_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048_Vp4160.waz

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)　res_79pt_3059pt_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)

━：基準地震動Ss-D1V
─：T.P.-282.8m（VP=3690m/s）位置に入力※

─：T.P.-574.8m（VP=3750m/s）位置に入力※

─：T.P.-1495.8m（VP=3960m/s）位置に入力
─：T.P.-2441.8m（VP=4160m/s）位置に入力
─：T.P.-2987.8m（VP=5800m/s）位置に入力

鉛直方向

※：高振動数側（20Hz以上）にフィルター処理を実施（ゆがみ除去）。
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標準応答スペクトル(T.P.-574.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-1495.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-2441.8m入力)

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)

【Ss-D1H候補A】.waz

(h=0.05)
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標準応答スペクトル(T.P.-282.8m入力)　Res_③_V.waz

標準応答スペクトル(T.P.-574.8m入力)　Res_⑦_T.P.-574.8m入力_V.waz

標準応答スペクトル(T.P.-1495.8m入力)　Res_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048_Vp3960.waz

標準応答スペクトル(T.P.-2441.8m入力)　Res_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048_Vp4160.waz

標準応答スペクトル(T.P.-2987.8m入力)　res_79pt_3059pt_解放基盤波（4096点）_鉛直_8048.waz

【Ss-D1V候補A】.waz

(h=0.05)

参考資料②
標準応答スペクトルの各入力位置による解放基盤表面における地震動

（２）応答スペクトル②
➢ 標準応答スペクトルに適合する模擬地震波の各入力位置による解放基盤表面における地震動の評価結果は，
応答スペクトル手法による基準地震動Ss-D1を下回る。

※：高振動数側（20Hz以上）にフィルター処理を実施（ゆがみ除去）。

S232

各入力位置による解放基盤表面における地震動（応答スペクトル）

━：基準地震動Ss-D1H
─：T.P.-282.8m（VS=2390m/s）位置に入力※

─：T.P.-574.8m（VS=2460m/s）位置に入力※

─：T.P.-1495.8m（VS=2590m/s）位置に入力
─：T.P.-2441.8m（VS=2680m/s）位置に入力
─：T.P.-2987.8m（VS=3340m/s）位置に入力

水平方向

━：基準地震動Ss-D1V
─：T.P.-282.8m（VP=3690m/s）位置に入力※

─：T.P.-574.8m（VP=3750m/s）位置に入力※

─：T.P.-1495.8m（VP=3960m/s）位置に入力
─：T.P.-2441.8m（VP=4160m/s）位置に入力
─：T.P.-2987.8m（VP=5800m/s）位置に入力

鉛直方向
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参考資料③

設置変更許可申請時との基準地震動の比較
設置変更許可申請時（H26.6） 審査結果を反映

基準地震動

最大加速度（cm/s2）

基準地震動

最大加速度（cm/s2）

NS方向 EW方向 UD方向
NS方向

(ダム軸方向)
EW方向

(上下流方向)
UD方向

Ss-1 応答スペクトル手法による基準地震動 600 440 Ss-D1 応答スペクトル手法による基準地震動 700 470

－ － － － － Ss-F1
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点1]

502 587 445

－ － － － － Ss-F2
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点2]

534 482 395

－ － － － － Ss-F3
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点3]

551 535 433

－ － － － － Ss-F4
断層モデル手法による基準地震動
下北半島中軸部高速度層の高まりによる地震
（応力降下量の不確かさ）[破壊開始点4]

469 654 374

－ － － － － Ss-N1
2004年北海道留萌支庁南部の地震の
検討結果に保守性を考慮した
地震動[K-NET港町]

620 320

－ － － － － Ss-N2
2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した
地震動[栗駒ダム（右岸地山）]

450 490 320

－ － － － － Ss-N3
2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した
地震動[KiK-net金ヶ崎]

430 400 300

－ － － － － Ss-N4
2008年岩手・宮城内陸地震の
検討結果に保守性を考慮した
地震動[KiK-net一関東]

540 500 －
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